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「SC同士の情報共有、どうしていますか？」
―由利本荘市のSC連絡会の仕組み

＃日程先決め＃月1回

＃活動日誌＝記録・資料・共有・実績

大館市社協 戸澤SC（１層SC）

市内SC情報共有の取組（由利本荘市社協）

＼今回の取材内容／

R8.4発行

市内で、外出支援の立ち上げを支援しているが、高齢化が進む地域では、担い手
が限られるので、どうやって仕組みを作るか悩んでいる。
「申込→受付→支援」の流れをできるだけ簡略化して、続く仕組みにしたい。長く
外出支援をしている北秋田ハッピーデリバリーの活動についてお聞きしたい。

SCは事業所内に一人で配置されることも多く、日々の活動の中で「他のSCはどうし
ているのだろう」と感じる場面も少なくないのではないでしょうか。

由利本荘市では市内のSCが集まる情報交換会を月1回開催しています。

会場は生活支援体制整備事業を受託する市社会福祉協議会（社協）の会議室で、
市の体制整備担当者も参加。

↓詳細は裏面↓

（写真） 市内SCが月1回集まり、活動の共有や
情報交換を行っている

◆この記事の内容がひと目でわかるまとめ

項目 内容

取組 市内SC連絡会（情報交換会）

開催頻度 月１回

開催場所 市社会福祉協議会 会議室

参加者 SC、市体制整備担当者、社協職員など

主な内容 各支所の活動共有、情報交換

資料 SC活動日誌を活用

特徴 司会・記録は輪番制、市担当者も参加

各支所の取組を共有しながら、互いの活動
を知り、相談し合える場となっています。

今回は、この連絡会を見学させていただき
ました。



社会福祉法人 秋田県社会福祉協議会 地域共生推進部 地域福祉推進担当 【連絡先が変わりました】
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県委託 生活支援
体制整備推進事業

今回、特に印象的だったのは、理事長の

「最初は規模を小さく始めるといい」
という言葉でした。

以前、ほかの外出支援サービスを取材した際も、
「まずは小さく・ハードル低く・実績づくりを大事に」
という声を複数の方から聞きました。

移動支援のニーズが高まる地域では、完璧な仕組みを作る前に、
「まず動いてみる」ことが鍵であることを改めて実感しました。

視察先の紹介や日程調整も
行っています。

「他市の取り組みを見てみ
たい」「同じ課題を抱える
地域の事例を知りたい」な
ど、気軽にご相談ください。

視察・研修の調整いたします

◆会議では何を共有しているのか

◆連絡会が生む効果

◆連絡会の進め方
由利本荘市のSC連絡会は、月1回のペースで開催されています。
日程は年間スケジュールとしてあらかじめ決めており、毎月同じ曜日に集まる形です。
司会や記録はSCが輪番制で担当し、特定の人に負担が偏らないように工夫されてい
ます。会議には市の体制整備担当者も参加しており、市からの情報提供があるほか、そ
の場で社協への依頼や相談が行われることもあります。こうした仕組みによって、連絡会
は無理なく継続され、日々の活動を共有する場として機能しています。

連絡会では、各支所での活動状況や地域の動きについて情報共有が行われています。
それぞれのSCが関わっている取組や、地域で見えてきた課題などを持ち寄りながら、互
いの状況を伝え合います。また、日々の活動の中で感じている困りごとや悩みを相談する
場にもなっています。
会議では各SCが作成している活動日誌を資料として活用しています。

◆活動日誌という工夫

◆SCの仕事の参考になるポイント

✓ 月1回という頻度が現場目線ではちょうどいい
✓ 年間スケジュールで日程を先決め
✓ 司会・記録の輪番制で負担を分散
✓ 市町村担当者の同席でスムーズな情報共有

由利本荘市ではR7年度からSCの活動日
誌を作成しています。社協からの提案で始
めたもので、日々の活動を記録として残し、
取組の見える化につなげることを目的として
います。

活動日誌は、SC自身が活動を振り返る材
料になるだけでなく、連絡会では会議資料
としても活用されています。
各支所の取組を共有する際の資料となる
ほか、事業の経過や実績を記録する役割も
果たしています。

連絡会では、各支所のSCが日々の取組を持ち寄り、情報を共有しています。
他の地域でどのような活動が行われているのかを知ることができるため、自分の地域で
の取組を考えるヒントにもなります。会議の中では互いに質問もしやすく、実践の工夫や
悩みを気軽に聞き合える雰囲気がありました。

こうしたやり取りは、経験の浅いSCにとってベテランの動きを間近で見る機会にもなって
おり、自然とOJTのような役割も果たしているように感じました。
また、市の担当者が参加していることで、市全体の動きや新しい取組についても知ること
ができる場となっています。
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